
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社グループの第78期第2四半期（2019年4月1日から2019年9月30日まで）の事業の概況につきましてご報告
申し上げます。
当第2四半期連結累計期間の売上高は10,440百万円となりました。営業損益は新工場の稼働による減価償却費の増加など
により508百万円の営業損失となりました。また、経常利益は投資有価証券売却益などを計上しましたが、営業利益の減少に
より2百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は68百万円となりました。
このような状況のもと、当社グループといたしましては、安全・安心で高機能な商品の提供をして売上規模の拡大を図り、
昨年9月に本稼働した新工場の生産性を上げるとともに、事業活動の効率化を進めて収益力を強化して、永続的な発展と企業
価値の増大を目指してまいります。
株主の皆様におかれましては、なお一層のご指導とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

株主の皆様へ

連結業績の推移

2019年11月
代表取締役社長　小島寛志

連結売上高 連結経常利益
親会社株主に帰属する
連結純利益

連結総資産／連結純資産
（第２四半期末）
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（注）連結子会社3社／株式会社エースベーカリー、名糖乳業株式会社、プリンスゴルフ株式会社　　持分法適用会社1社／名糖アダムス株式会社
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当第２四半期連結累計期間におきましては、消費者心理の冷え込みが強まるな
か、主力の菓子部門は新商品を投入して販売促進活動を展開しましたところ、
売上が堅調に推移して増収となりました。チョコレート類は、「アルファベットチョ
コレート」などのファミリーサイズの商品や、パーティーサイズの商品などが売上
を伸ばして増収となりました。キャンディ類は自社商品の売上が落ち込みました
が、受託商品の売上が増加したことにより前年同期並みの売上となりました。
粉末飲料部門は、分包アソートタイプの「スティックメイト」シリーズや、「ロイヤ

ルミルクティー」などの売上が拡大して増収となりました。
主として九州地区で製造・販売している冷菓部門は、自社商品の売上が減少し

たものの、受託商品の売上が伸びて増収となりました。
そのほか、連結子会社の株式会社エースベーカリーは、企業間競争の激化や
天候要因の影響などにより、主力のバウムクーヘン類やゼリー類が売上を落とし
て減収となりました。
これらの結果、食品事業の売上高は前年同
期に比べ0.3％減の9,291百万円となりました。
営業損益につきましては、減価償却費や固定
資産税の増加などにより226百万円の営業損
失となりました。なお、前年同期は326百万円
の営業利益でありました。

酵素部門につきましては、一部の輸出相手国の政情・経済状況の悪化や市場
競争の激化などにより、チーズ用凝乳酵素「レンネット」および脂肪分解酵素
「リパーゼ」が売上を落として減収となりました。
また、薬品部門につきましては、医薬品、Ｘ線フィルムなどの原料用の「デキスト

ラン」の売上が落ち込み減収となりました。
これらの結果、化成品事業の売上高は前年同期に比べ10.9％減の990百万円

となりました。営業損益につきましては、売上高の減少や売上原価率の上昇など
により23百万円の営業損失となりました。なお、前年同期は71百万円の営業
利益でありました。

食品事業

売上高 9,291百万円　　営業損失 226百万円

売上高 990百万円　　営業損失 23百万円

売上高 158百万円　　営業利益 61百万円

化成品事業

不動産事業

89.0％

9.5％

1.5％

セグメント別概況のご報告Report of the segment

売上高構成比

売上高構成比

売上高構成比

不動産事業につきましては、売上高は前年同期に比べ2.8％減の158百万円と
なり、営業利益は前年同期に比べ2.6％減の61百万円となりました。
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財務データ

連結貸借対照表

財務データFinancial data
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ひと味違うアルファ
ベットチョコレート
が誕生！

ぷくぷくたいがゆめかわの
世界に飛び込んだ！

スティックタイプの
ミルクココア
アソート

味もパッケージも
新しく生まれ変わり
ました！

ぷくぷくたいに新しい仲間が登場です。
ふわふわ♡モフモフ☆夢のダブルベリー
味のエアインチョコレートです。

薄く焼いたクレープ生地を
層状に入れ、サクッとした
食感が味わえます。ミルク
風味がやさしく香るチョコ
レートです。

アッサム紅茶葉を配合した
香り豊かな紅茶と、北海道
産の全粉乳のミルクティー
です。

低GIの糖質を使用した、砂糖不使用のチョコレート
です。ミルク味といちご味の２種類の味が楽しめ
ます。食物繊維を配合。

砂糖不使用にもかかわらず、しっかり甘くフルーツ
感を味わえます。ぶどうは鉄とビタミンC、りんご
は食物繊維とビタミンCを配合。

ミルクココア、ミルクココア
キャラメル、ミルクココア
アーモンド、カフェモカの
４種入り。そのときの気分に
よって味を選べます。

「おいしく健康応援シリーズ」
は、糖尿病などが心配な方を
ターゲットとしたカロリーや
糖質に配慮した商品シリーズ
です。調剤薬局や病院内の
売店など、取扱い先を限定して
販売しています。

連結損益計算書 
当第2四半期（累計）2019年4月1日～2019年9月30日

（百万円）
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株主様ご優待
毎年９月末（中間期末）現在100株以上
ご所有の株主様へ当社商品または当社
グループ会社商品を年１回12月上旬に
贈呈させていただいております。

●100株以上1,000株未満.......小売価格 1,500円相当商品

●1,000株以上 5,000株未満...小売価格 3,000円相当商品

●5,000株以上 .........................小売価格 5,000円相当商品

名糖産業のホームページをご覧ください。https://www.meito-sangyo.co.jp

会社の概要（2019年９月30日現在） 株式の状況（2019年9月30日現在）

発行可能株式総数 50,000,000株

発 行 済 株 式 総 数  17,265,000株

株 主 数  18,243名

株主メモ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 ６月中

公 告 の 方 法 電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告により公告をすること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

 電子公告のホームページアドレス　https : //www.meito-sangyo.co.jp

上場証券取引所 東京・名古屋

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　
 三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号　
 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話 0120－782－031（フリーダイヤル）

社 名 名糖産業株式会社

本社所在地 名古屋市西区笹塚町二丁目41番地

設 立 昭和20年（1945年）２月

資 本 金 13億1,325万円

事 業 内 容 食品・化成品の製造販売および不動産賃貸

従 業 員 数 352名

主な事業所 支店／東京・名古屋・大阪・福岡 

 工場／名古屋・瀬戸・枇杷島・小牧・八王子・福岡

子 会 社 株式会社エースベーカリー（愛知県小牧市）

 名糖乳業株式会社（福岡県飯塚市）

 プリンスゴルフ株式会社（福岡県宮若市）

役   員（2019年９月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長  小 島 寛 志
常 務 取 締 役  三 矢 益 夫
取 締 役  山 崎 　 潔
取 締 役  内 山 浩 幸
取 締 役  内 木 裕 之
取締役・常勤監査等委員 瀧 川 敦 志
取締役・監査等委員 稲 越 千 束
取締役・監査等委員 宮 　 博 則

（注）取締役・監査等委員稲越千束氏および宮 博則氏は、
　　社外取締役であります。

（お知らせ）
1. 住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様
は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

2. 未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

コーポレートデータCorporate data
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